
日日本本薬薬学学会会九九州州支支部部主主催催特特別別講講演演会会  
  

小小児児のの鼻鼻副副鼻鼻腔腔疾疾患患のの治治療療  

－－アアレレルルギギーー性性鼻鼻炎炎をを含含めめてて－－    

工工藤藤典典代代教教授授  

千千葉葉県県立立保保健健医医療療大大学学健健康康科科学学部部栄栄養養学学科科  

((前前千千葉葉県県ここどどもも病病院院耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科))      
  

日日時時：：22001122 年年 99 月月 1133 日日（（木木））1199::0000～～2200::0000  

場場所所：：熊熊本本大大学学薬薬学学部部宮宮本本記記念念館館ココンンベベンンシショョンンホホーールル  

ここのの度度、、急急性性鼻鼻副副鼻鼻腔腔炎炎等等のの診診療療ガガイイドドラライインンのの委委員員をを務務めめらられれてて

いいるる工工藤藤典典代代先先生生がが来来熊熊さされれるる機機会会にに日日本本薬薬学学会会九九州州支支部部主主催催のの特特別別

講講演演会会をを企企画画ししままししたた。。薬薬剤剤師師のの皆皆様様ををははじじめめ、、薬薬剤剤師師をを目目指指すす学学生生･･

院院生生、、本本話話題題にに関関心心ののああるる皆皆様様ののごご来来聴聴ををおお待待ちちししてておおりりまますす。。  
  

＜＜要要旨旨＞＞小小児児のの鼻鼻副副鼻鼻腔腔疾疾患患ののううちち、、鼻鼻副副鼻鼻腔腔炎炎ととアアレレルル

ギギーー性性鼻鼻炎炎はは日日常常診診療療でで非非常常にに頻頻度度のの高高いい疾疾患患ででああるる。。鼻鼻

副副鼻鼻腔腔炎炎ににはは急急性性とと慢慢性性ががああるるがが、、急急性性鼻鼻副副鼻鼻腔腔炎炎ににつついい

ててはは 22001100 年年にに診診療療ガガイイドドラライインンがが公公表表さされれ、、アアレレルルギギーー

性性鼻鼻炎炎ににつついいててはは 22000099 年年にに改改訂訂版版がが公公表表さされれ、、ととももにに重重

症症度度にに応応じじたた治治療療がが呈呈示示さされれてていいるる。。小小児児のの鼻鼻副副鼻鼻腔腔炎炎はは

感感染染のの先先行行ががああるるたためめ、、病病原原体体のの薬薬剤剤感感受受性性にに応応じじたた抗抗菌菌

薬薬のの選選択択がが重重要要ととななるる。。ままたた、、アアレレルルギギーー性性鼻鼻炎炎のの治治療療にに

はは、、抗抗原原除除去去とと回回避避、、薬薬物物療療法法（（内内服服薬薬やや鼻鼻噴噴霧霧用用スステテロロ

イイドド薬薬ななどど））、、抗抗原原特特異異的的免免疫疫療療法法、、手手術術療療法法ががああるる。。ここ

れれららののななかかでで、、特特にに日日常常診診療療ににおおけけるる薬薬物物治治療療ににつついいてて述述

べべたたいい。。  
  

連絡先： 熊本大学薬学部機能分子構造解析学分野 山縣ゆり子（096－371-4638） 


